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2024/11/10 

ルカの福音書 講解メッセージ㉚ 

『ルルカの福音書 12 章 1-21 節 人を生かすのは神である』 

 

 

■神を恐れよ 

 

「 そうしているうちに、数えきれないほどの群衆が集まって来て、足を踏み合

うほどになった。イエスはまず弟子たちに話し始められた。「パリサイ人のパ

ン種、すなわち偽善には気をつけなさい。」（ルカ 12:1） 

 

イエス様が、パリサイ人と律法学者たちの誤りを指摘したため、彼らの中にイエス

様に対する激しい敵対が起こりました。 

この時、イエス様が気をつけるようにと言われた パリサイ人のパン種」、すなわ

ち、彼らの偽善とは、「 人は行いによって救われる」というものです。良いことを一生

懸いのちすれば、ご褒美として神様からいのちが与えられる、つまりあなたの価値は

あなたの行いによって決まるということです。この考え方は、この世の中では一般的

なものであり、正しいとされています。しかし、それは神の目には誤りであり、偽り

の情報です。なぜなら、私たちが救われるのは行いによってではなく、信仰によって

だからです。誰であっても、行いによって義とされることはなく、神から救いを手に

することはできません。私たちはただ神を信頼するその信仰によって救われるのです。 

 

「 おおわれているもので現されないものはなく、隠されているもので知られず

にすむものはありません。ですから、あなたがたが暗闇で言ったことが、み

な明るみで聞かれ、奥の部屋で耳にささやいたことが、屋上で言い広められ

るのです。わたしの友であるあなたがたに言います。からだを殺しても、そ

の後はもう何もできない者たちを恐れてはいけません。」（ルカ 12:2-4） 

 

「 聞いて言い広める」のは神です。具体的には御使いの働きであると、この後に記さ

れています。つまり神には、私たちの心はすべてお見通しなのです。御使いがすべて

を聞き、神はすべてをご存じです。神の前に秘密を持つことはできません。 

しかし私たちは、自分の秘密や心の内側を知られることを非常に恐れます。秘密を

明るみに出されることは大きな恐怖です。 

人間は私たちの体を殺すことはできても、内側を見ることはできません。人に対し
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ては内側を隠すことができます。しかし、あなたの内側を知っているのは人間ではな

く神です。だから、人間を恐れる必要はありません。私たちが本当に恐れるべきお方

は神なのです。 

 

「 恐れなければならない方を、あなたがたに教えてあげましょう。殺した後で、

ゲヘナに投げ込む権威を持っておられる方を恐れなさい。そうです。あなた

がたに言います。この方を恐れなさい。五羽の雀が、二アサリオンで売られ

ているではありませんか。そんな雀の一羽でも、神の御前で忘れられてはい

ません。それどころか、あなたがたの髪の毛さえも、すべて数えられていま

す。恐れることはありません。あなたがたは、多くの雀よりも価値があるの

です。」（ルカ 12:5-7） 

 

ゲヘナとは、いわゆる地獄のことですが、ここで強調されているのは 神は死後、

私たちを天国に引き上げる権威を持っておられる」ということです。その権威を逆説

的に示すために、あえて ゲヘナに投げ込む権威」という表現が使われています。 

つまり 神を恐れよ」とは、 死後、あなたを天国に引き上げる権威を持つ神を信頼

しなさい」という意味です。 

小さな雀や髪の毛一本ですら、神はすべてご存じです。だから偽りの情報に惑わさ

れてはいけません。恐れるべきは人ではなく神だけです。神はあなたのすべてを知り、

いのちを与え、救うことのできる唯一のお方だからです。 

 

「 あなたがたに言います。だれでも人々の前でわたしを認めるなら、人の子も

また、神の御使いたちの前でその人を認めます。しかし、人々の前でわたし

を知らないと言う者は、神の御使いたちの前で知らないと言われます。」 

「（ルカ 12:8-9） 

 

これは、私たちが神を信頼するなら、神もその信頼に必ず応えてくださるという意

味です。「地上で神を信じる者は、天において確かに知られているのです。 

「 闇 で言ったことが明るみで聞かれ、家の中でささやいたことが屋上で言い広め

られる」と語られているのも、神がすべてをご存じであり、私たちの信仰を決して見

逃されないということを示しています。 

ですから、私たちがまずすべきことは「神を信頼し、信じることです。「そして信じ

たなら、その信仰を公に告白することで、信仰はより確かなものとなっていきます。 

しかし私たちは、人からよく思われたいという思いから、自分の信仰を隠してしま
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うことがあります。逃げ道を作ってしまうのです。弟子たちも同じでした。彼らも最

初は恐れ、イエス様を知らないと言ってしまいました。 

それでもイエス様は弟子たちを見捨てず、再び立ち上がらせてくださいました。「私

たちも同じです。神と共に歩む中で、神を信頼し、信仰を公にし、そうして神との関

係は確かに築かれていくのです。 

 

■聖霊を汚す罪 

 

「 人の子を悪く言う者はだれでも赦されます。しかし、聖霊を冒瀆する者は赦

されません。また、人々があなたがたを、会堂や役人たち、権力者たちのと

ころに連れて行ったとき、何をどう弁明しようか、何を言おうかと心配しな

くてよいのです。言うべきことは、そのときに聖霊が教えてくださるからで

す。」（ルカ 12:10-12） 

 

イエス様は他の箇所でも、 どんな罪も赦されるが、聖霊を汚すことだけは赦され

ない」と語られています。では、聖霊を汚すとは何でしょうか。 

イエス様は先ほど、 恐れるべき方とは、死後に人を裁く権威を持つ神である」と語

られました。つまり、私たちを天国へ引き上げてくださる神を信頼しなさい、という

ことです。 

私たちが救われるのは、イエス・キリストの呼びかけに応答することによってです。 

アダムの罪によって人類は 死んだ状態」になり、誰も天国に行けなくなりました。

そこで神は、死んだ者を救うために御手を差し伸べてくださいました。その御手をつ

かむとき、人は死からいのちへと引き上げられます。これが救いです。 

この御手を差し伸べてくださったのがイエス・キリストです。そして今、そのキリ

ストに代わって私たちに呼びかけておられるのが聖霊です。 

聖霊は、イエス・キリストの声をもって私たちの心に働きかけ、救いへ導いてくだ

さいます。その聖霊の呼びかけを無視すること――これが神への冒涜であり、 聖霊

を汚す」ということです。 

聖霊の呼びかけに応答しなければ、人は救われません。神と和解できず、永遠のい

のちを持つことができず、天国にも行けません。だから聖書は 赦されない」と表現

しているのです。これは 神が意地悪で赦さない」という意味ではなく、救いの唯一

の道を拒むなら、救われようがないという意味です。 

聖霊の呼びかけは耳で聞こえるものではありません。人はそれを 心の声」と呼び

ます。間違った道に進もうとすると、心の中で それは違う」と語りかける声があり



4 

 

ます。その声を無視して反対の道を選ぶと、罪責感が生まれます。やがて、 この声に

従うしかない」と決断するとき、心に平安が訪れます。これが聖霊の働きです。聖霊

がイエス・キリストの声をもって呼びかけてくださるので、それに応答するなら人は

救われます。 

救いについて、聖書はこう語ります。 

 

「 まことに、まことに、あなたがたに言います。わたしのことばを聞いて、わ

たしを遣わされた方を信じる者は、永遠のいのちを持ち、さばきにあうこと

がなく、死からいのちに移っています。まことに、まことに、あなたがたに

言います。死人が神の子の声を聞く時が来ます。今がその時です。それを聞

く者は生きます。」（ヨハネ 5:24-25） 

 

イエス・キリストの声を聞くとは、聖霊が私たちの心に語りかける時のことです。

その呼びかけに応答し、神の差し伸べる御手をつかむ者は、生きる者となり、死から

いのちへと移されます。 

私たちは心の奥底で神の声に応答しました。応答した者は、イエス・キリストの言

葉を聞くと、イエスが神であることを自然に信じられるようになります。だから、イ

エス・キリストを信じている者は、すでに永遠のいのちを持っているのです。その者

にはさばきはなく、死からいのちへ移されたのです。 

父と子は一体ですから、父を信じることはイエスを信じることです。イエス・キリ

ストを信じる者は永遠のいのちを持ち、さばきにあうことなく、死からいのちに移っ

ている――これは聖書が現在完了形で語る事実です。すでに移された状態が完成して

おり、今もその状態の中に生きているということです。 

つまり、永遠のいのちを持つためには、聖霊の呼びかけ――死んだ私たちに語りか

ける神の声――に応答する必要があります。応答しなければ永遠のいのちを受け取る

ことができず、イエス・キリストを信じることもできません。だからこそイエス様は

「 聖霊を汚す者は赦されない」と言われたのです。 

ですから、イエス・キリストを信じているなら、あなたはすでに永遠のいのちを持

っています。もうさばきにあうことはなく、死からいのちに移されています。これを

成し遂げることができるのは神だけです。 

 だから神だけを信頼しましょう。人間を恐れる必要はありません。人は体を殺すこ

とはできても、死後あなたを生かすことはできません。天国へ連れて行くことができ

るのはイエス・キリストだけだからです。 
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「 また、人々があなたがたを、会堂や役人たち、権力者たちのところに連れて

行ったとき、何をどう弁明しようか、何を言おうかと心配しなくてよいので

す。言うべきことは、そのときに聖霊が教えてくださるからです。」 

「（ルカ 12:11-12） 

 

ここまでの教えは、すべて弟子たちに向けられた言葉です。 

人を恐れず、神を恐れなさい。ただ信じるだけでなく、公に信仰を告白しなさい。

そして、何を語ればよいかは聖霊が教えてくださるから、神だけを信頼しなさい――

とイエス様は教えられました。 

 

■人のいのちは財産にはない 

 

「 群衆の中の一人がイエスに言った。「先生。遺産を私と分けるように、私の

兄弟に言ってください。」すると、イエスは彼に言われた。「いったいだれが、

わたしをあなたがたの裁判官や調停人に任命したのですか。」そして人々に言

われた。「どんな貪欲にも気をつけ、警戒しなさい。人があり余るほど持って

いても、その人のいのちは財産にあるのではないからです。」」 

「（ルカ 12:13-15） 

 

一般の人たちが、お金のことに関心を持って、そしてその分け前のことで争ってい

て、そしてその財産を何とかしたいからと、イエス様に助けを乞うてきました。そこ

でイエス様は、今度は一般の人たちに対して語っておられます。 

この世の中の人は富にこそ自分のいのちがあり、富こそが私のいのちをなんとかし

てくれると思っています。だから私たちはとにかく少しでも多くの富を手に入れて、

安心してこの世界を生きていこうと思うわけであります。それは自分のいのちを何と

かしてくれるのはお金であると人は信じているからです。でもイエス様は、その人の

いのちは財産にあるのではないと言いました。あなたのいのちは富にあるのではない

なら、どこにあるのか。それは、神にあると言われたのです。私たちを生かし、私た

ちを動かしているのは神であると言うことです。お金があなたを動かしてあなたを生

かしてるわけではなく、あなたが今生きて、動いたり考えたりすることができるのは、

神があなたを助けて支えているからであると言うことです。 

 

この人は、遺産の分け前をめぐって争い、イエス様に助けを求めました。イエス様

はここで、一般の人々に向けて語り始められます。 
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多くの人は、 富こそが自分のいのちを守ってくれる」と信じています。だから、少

しでも多くの富を手に入れようとし、 お金さえあれば安心して生きられる」と考え

るのです。 

しかしイエス様は、 人のいのちは財産にあるのではない」とはっきり言われまし

た。 

では、私たちのいのちはどこにあるのでしょうか。いのちは神にあります。私たち

を生かし、動かし、考えさせているのはお金ではありません。あなたが今、生きて動

き、思考できるのは、神があなたを支え、助けておられるからです。富はあなたを生

かすことも、死後にあなたを守ることもできません。いのちを与え、保ち、導くこと

ができるのは神だけです。 

 

「 『私私たちは神の中に生き、動き、存在している』のです。あなたがたのうち

のある詩人たちも、私私たちもまた、その子孫である』と言ったとおりです。」 

「（使 17:28） 

 

私たちのいのちは財産ではなく神にあることを教えるために、イエス様は次のよう

なたとえを語られました。 

 

「 それからイエスは人々にたとえを話された。「ある金持ちの畑が豊作であっ

た。彼は心の中で考えた。私どうしよう。私の作物をしまっておく場所がない。』

そして言った。私こうしよう。私の倉を壊して、もっと大きいのを建て、私の

穀物や財産はすべてそこにしまっておこう。そして、自分のたましいにこう

言おう。「わがたましいよ、これから先何年分もいっぱい物がためられた。さ

あ休め。食べて、飲んで、楽しめ。」』しかし、神は彼に言われた。私愚か者、

おまえのたましいは、今夜おまえから取り去られる。おまえが用意した物は、

いったいだれのものになるのか。』自分のために蓄えても、神に対して富まな

い者はこのとおりです。」」（ルカ 12:16-21） 

 

富を蓄えて安心しようとするのは、今も昔も変わりません。しかしイエス様は、そ

こに私たちのいのちがあるわけではないと語られました。 

「 お前の魂は取り去られる」とは、肉体の死が訪れるという意味です。 

では、魂とは何でしょうか。それを理解するためには、まず人がどのように造られ

たのかを知る必要があります。 

「 魂が取り去られる」とは、 返却される」という意味です。魂は神のもとに返され
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ます。多くの人は魂を 自分の本当の心」だと思っていますが、魂は自分の所有物で

はありません。魂とは神のいのちであり、私たちを生かし、支えているものです。私

たちは神のいのち――すなわち魂――によって動かされており、その魂の働きによっ

て意識し、考えることができています。この点が理解できないと、聖書の福音は曖昧

なものになってしまいます。 

哲学者たちは長い間、 人とは何か」を探求してきました。その一つの答えが、 人

とは、認識し、思考する精神である」というものです。人間とは、単なる体や感情で

はなく、 考える存在」であるということです。 

では、なぜ私たちは認識し、考えることができるのでしょうか。聖書は次のように

教えています。 

 

■神のいのちによって存在している 

 

「 神は仰せられた。「さあ、人をわれわれのかたちとして、われわれの似姿に

造ろう。こうして彼らが、海の魚、空の鳥、家畜、地のすべてのもの、地の

上を這うすべてのものを支配するようにしよう。」」（創世記 1:26） 

 

ここに 我々」という言葉がありますが、神は三位一体の神です。父・子・聖霊、

それぞれ区別できるお方ですが、同時に一体であられる方です。そのため 三位一体」

と言い表します。 

その 神」とは、考え、意識し、私たちに多くのことを教えてくださるお方です。

哲学では 絶対精神」とも呼ばれ、変わることのない完全な精神を意味します。その

神に似せて、認識し考えることのできる存在として、人間は造られました。 

では、どのようにして人を造られたのでしょうか。その具体的な説明が、創世記 2

章 7節に記されています。 

 

「 神である主は土地のちりで人を形造り、その鼻にいのちの息を吹き込まれた。

そこで人は生きものとなった。」（創世記 2:7） 

 

神は、最初に 体」という入れ物を造り、次に、その鼻に いのちの息」を吹き込

まれました。ここで使われている いのち」という言葉は、ヘブライ語で ハイイー

ム」といい、複数形です。単数形は ハイ」ですが、ここで複数形になっているのは、

三位一体の神のいのちを表しているからです。 我々に似せて」とは、三位一体の神の

いのちを吹き込まれたということです。そして人は 生きるもの」となりました。 
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では、神のいのちとはどのようなものでしょうか。 

聖書には 神は愛である」と書かれています。愛とは 一つになろうとする運動」

です。結びつけ、統一しようとする働きです。 

神のいのちが体に吹き込まれると、そのいのちは動き始め、神と一つになろうとす

る運動が始まります。体を通して集められた情報を、神と一つにしようとする時、認

識が生まれ、思考が生まれるのです。 

つまり、私たちの認識も思考も、すべて神から出たいのちによって始まり、神へ向

かって動いているのです。これが 魂」です。魂とは神のいのちの運動であり、それ

は神と一つになろうとする方向に働いているわけです。 

 

「 というのは、すべてのことが、神から発し、神によって成り、神に至るから

です。どうか、この神に、栄光がとこしえにありますように。アーメン。」 

「（ーー 11:36） 

 

すべては神から出て、神によって動かされ、神へ向かって進んでいます。私たちの

中に吹き込まれた神のいのちは、絶えず神を目指して動き続けています。だからこそ

「 わが魂は神を慕い求める」と言うのです。 

魂は神を求め、神と一つになろうとし、私たちを導きます。これを 心の声」 心の

コンパス」と呼びます。 

このような運動が私たちの中にあって、私たちを動かしているのです。 

イエス様は次のように語られました。 

 

「 それは、父よ、あなたがわたしにおられ、わたしがあなたにいるように、彼

らがみな一つとなるためです。また、彼らもわたしたちにおるようになるた

めです。そのことによって、あなたがわたしを遣わされたことを、世が信じ

るためなのです。またわたしは、あなたがわたしに下さった栄光を、彼らに

与えました。それは、わたしたちが一つであるように、彼らも一つであるた

めです。」（ヨハネ 17:21-22） 

 

神の愛とは、 一つにしようとする運動」です。そのため、私たちの心にも愛が流れ

出し、人と仲良くしたい、自然を大切にしたいという思いが生まれます。 

すべては神から発し、神へ向かっていくためです。神はこの愛の運動によって、私

たちを導いておられます。 

この運動が止まると人は生きられません。車がガソリンを失えば動かず、やがて鉄
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くずとなるように、私たちも神のいのち（魂）が離れれば、滅びるしかありません。 

つまり、私たちは 単独で生きている」のではありません。自分の力で考え、思考

しているように見えても、実際には神によって生かされ、神によって動かされている

存在なのです。 

大切なことは、私たちのいのちはすべて神にかかっているということです。イエス

様が 聖霊を汚す者は許されない」と言われたのも、神のいのちに逆らうことは、私

たち自身の存在の根本を否定することになるからです。 

しかし、問題が生じました。 

死が世界に入り込んだことで、人は神を見失ってしまったのです。本来は神を目指

して動いているのに、その神が見えなくなってしまったため、人は 偽物の神」を作

り始めました。芸術、科学、仕事、出世……人は何かを 上」として掲げ、それを神

の代わりに追い求めます。これが 向上心」と呼ばれるものです。しかし、それらは

本物の神ではありません。だから、どれほど手にしても心は満たされません。 

聖書はこの状態を 空の空」と語ります。見えるものを神の代わりにしても、それ

は本来の目的とは全く違う方向であるため、得られるのは、肉体が喜ぶ一時的な満足

だけであり、魂が求める本当の喜びは得られないのです。 

 

■イエス・キリストに目を留めて歩む 

イエス様は言われました。 見えるものではなく、見えないものに目を留めなさい。」

それは、人が本当に目指しているのは神だからです。 

確かに、この世界には神が“見える形”では存在していません。しかし、信仰によ

って神を見ることができます。だから、見えるものに惑わされず、しっかりと神を見

なさい、とイエス様は語られたのです。 

そしてイエス様は言われました。 その神が私である。私を信じなさい。」 

この世では、人々は、富を神とし、富を求めて安心を得ようとしています。しかし、

イエス様は、富を神とした人に対してこのように言われました。 愚か者、おまえのた

ましいは、今夜おまえから取り去られる。」（ルカ 12:20）。 

ここでいう 魂」とは、神のいのち、神が吹き込まれたいのちの息のことです。 取

り去られる」と訳されている言葉は、ギリシア語で アパイテオー」と言い、 返却を

要求する」という意味です。しかも原文では三人称複数形の能動態になっており、 私

たちは返却を要求する」というニュアンスがあります。 いのちの息」が複数形で表さ

れていたように、三位一体の神が 貸し出したいのちを返しなさい」と要求されるの

です。なぜなら、肉体が滅びれば、魂はそこに留まることができないからです。肉体

の死は、そのまま魂の返却であり、人の滅びなのです。 
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では、どうすれば滅びずに生きることができるのでしょうか。それは、朽ちない体

を着せていただくことです。霊の体をいただくなら、魂はそこに留まり続けることが

できます。それが、 永遠のいのちを持つ」ということです。 

生きている間に神を信じ、永遠のいのちを受け取り、死からいのちへ移されなさい。

これが聖書の教えるところであり、先ほどの御言葉の意味です。 

永遠のいのちを持つ者は、肉体が滅んでも、霊の体に魂が留まり続けるので、死ぬ

ことがありません。これこそが、イエス様が語られた真理です。 

つまり、クリスチャンにとって最も重要な教えとは、 キリストを信じる者は、すで

に永遠のいのちを持っている」ということです。これに勝る教えはありません。これ

が信仰の中心であり、最も大切な真理なのです。 

 

「 私が神の御子の名を信じているあなたがたに対してこれらのことを書いた

のは、あなたがたが永遠のいのちを持っていることを、あなたがたによくわ

からせるためです。」（Ⅰヨハネ 5:13） 

 

永遠のいのちは これから得るもの」ではなく、イエス・キリストを信じた瞬間に

「 すでに持っているもの」です。だから心配する必要はありません。 

 

「 しかし、神の御子が来て、真実な方を知る理解力を私たちに与えてくださっ

たことを知っています。それで私たちは、真実な方のうちに、すなわち御子

イエス・キリストのうちにいるのです。この方こそ、まことの神、永遠のい

のちです。」（Ⅰヨハネ 5:20） 

 

イエス・キリストを信じるということは、すでに永遠のいのちを持っているという

ことであり、そのいのちの中に生きているということです。だから、何も心配する必

要はありません。 

私たちが考えたり、思考したりできるのは、まさに永遠のいのちを持っているから

です。永遠のいのちを持っているからこそ、イエス・キリストを信じることができる

ようになったのです。 

しかし、永遠のいのちを持っていない人は、肉体の死と同時に魂が神に返却されて

しまい、滅びてしまいます。そのような人は、イエス・キリストを信じることができ

ません。だからこそ、神の呼びかけに応答しなさい、と聖書は語ります。 

イエス様は 聖霊を汚してはならない」と言われました。「神のいのちの働きを拒む

ことは、自分自身のいのちの源を拒むことになるからです。 
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つまり、私たちが心から信頼すべきお方、恐れるべきお方とはイエス・キリストで

す。「ここで言う 恐れる」とは、心から信頼するという意味です。 

イエス・キリストは、永遠のいのちを私たちに与えてくださったお方です。「そし

て、その方はあなたの髪の毛一本までご存じです。だから、何があってもイエス・キ

リストを信頼し続けて歩みましょう。 

 


